
  (様式３) 目的設定表( 年度） 予算区分： 要求区分： 確定日（ 年 月 日）

事業ｺｰﾄﾞ 政策コード 政 策 名
施策コード 施 策 名

事 業 名
指標コード 施策目標(指標)名

(tel) 担当者名部 局 名 課 室 名 班名 担当課長名
事業年度 年度 評　　価　　対　　象　　事　　業　（　計　画　）　の　　内　　容 ～ 年度

３．事業目的（どういう状態にしたいのか）１．事業立案の背景(施策目標の達成のために今なぜこの事業が必要なのか)

(重点施策推進方針との関係） 重点事業として要望 その他事業として要望

４．目的達成のための方法

 ①事業の実施主体
２．住民ニーズの状況

 ②事業の対象者･団体①ニーズを把握した対象
受益者 一般県民 （時期： 年 月）  ③達成のための手段

②ニーズの把握の方法
アンケート調査 各種委員会及び審議会 ヒアリング インターネット
その他の手法 （具体的に )

③ニーズの具体的内容

 ④比較した代替手段及び選択した手段の有効性

◎把握してない場合の理由及び今後の方針

 ①理由

 ②今後の方針

５．事業の全体計画及び財源 単位(千円)

事 業 内 訳 左　　の　　説　　明 年度 年度 年度年度 年度 年度 全体(最終)計画順位

財源内訳 左  の  説  明

国 庫 補 助 金

県　　　　　債
そ　　の　　他
一 般 財 源

令和 2年度当初予算令和02 通常 令和02 02 20
0101040404 秋田の未来につながるふるさと定着回帰戦略

04 女性や若者の活躍推進とワーク・ライフ・バランスの実現若者活躍プラットフォーム構築事業
次代を担う子ども・若者の活躍推進04

あきた未来創造 地域づくり推進課 調整・地域活性化班 1237 橋本秀樹 藤木正博

令和02 令和04

　人口減少下においても住民が安心して暮らせる地域づくりを県民と一丸となって進めており、平成 　多くの若者による連携した取組の創出や、これまで形成が難しかった市町村圏域を越えた新たな地
30年度から、地域づくりに率先して取り組むリーダーの育成事業に着手し、これまでで20名のリーダ 域づくり活動団体の形成を促進する。また、取組内容の実効性や継続性を高め、より効果の高い新た
ー候補者を育成、うち7名が具体的な活動に着手するなど、若者世代の活動が地域に新たな息吹をも な地域づくり活動の創出を通じ、地域づくりの担い手不足や活動のマンネリ化が解消され、県内各地
たらしつつある。��　他方で、リーダー養成事業の受講者の中には、仲間集めに苦慮したり、具体的 の地域活性化を促進する。
な活動プランの練り上げや、立案した事業を安定的に継続していくためのノウハウが乏しく、活動が
短期間で終了してしまうなど、取組の実効性や継続性の面でもう一歩踏み込んだ対応が必要と認識し ● ○
ている。

県（一部委託）

原則県内在住の18歳以上40歳未満（高校生を除く。）の個人又は団体

□ ■ R01 10

・若者による地域活性化に向けた自発的な活動を促進させるための、若者を対象とした地域づくり活
□ ■ □ □ 動を実践している者の講話やディスカッションを実施��・企画のブラッシュアップに資するＳＮＳプ

□ 総合政策審議会 ラットフォームの開設・運営

　本県の将来を担う若者の夢や希望の実現に向け、若者自らが企画するアイディアや提言を様々な機
会を通じて募集するとともに、若者の新たなチャレンジを支援し、さらに次のチャレンジャーを生む

　県内各地で地域活性化に取り組む主体が組成され、具体的で効果的な地域づくり活動が創出されることにより、地域活性好循環をもたらすような仕組みづくりを進める必要がある。
化が期待できる。��　さらに、本県の若者の取組が全国に発信されることによって、国内外からも注目を集め、ふるさとへ
の愛着と誇りを持ち、県外に転出した若者のふるさと回帰にもつながるなどの波及効果も期待できる。

0 70 2 0 3 0 50 4 0 6

若者活躍プラットフォーム構築事業 ・地域づくり活動を実践している者の講話やディスカッションの実施��・企画のブラッシ
01 ュアップに資するＳＮＳプラットフォームの開設・運営       4,529       4,529           0           0      4,529           0        13,587

                                                                               

                                                                               

                                                                               

                                                                               

                                                                               

       13,587      4,529       4,529           0           0          0      4,529

                                                                               

                                                                               

                                                                               

      4,529       4,529           0           0           0        13,587      4,529



６．事業の効果を把握するための手法及び効果の見込み

事業の期待
される成果

指標名 指標の種類

成果指標
指標式

業績指標

①年度別の目標値（見込まれる成果による指標）指
標
Ⅰ

指　標 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 最終年度

目標a
実績b ②データ等の出典

東　北
全　国

③把握する時期 当該年度中 月 翌年度 月 翌々年度 月

指標名 指標の種類

成果指標指標式
業績指標

①年度別の目標値（見込まれる成果による指標）指
標
Ⅱ

指　標 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 最終年度

目標a
実績b ②データ等の出典

東　北

全　国

③把握する時期 当該年度中 月 翌年度 月 翌々年度 月

◎指標を設定することができない場合の効果の把握方法
①指標を設定することが出来ない理由

②見込まれる効果及び具体的な把握方法(データの出典含む)

事業の必要性

現状の課題及び施策目的に照らした事業の必要性

住民ニーズに照らした事業の必要性

事業の県関与の必要性
法令・条例上の義務 内部管理事務 県でなければ実施できないもの

民間・市町村で実施可能であるが、県が関与する必要性が認められるもの
政策評価委員会意見 重点事業の適合及び指標・目標値の適合性判定

重点事業 その他

若者による地域づくり活動の創出

若者による地域づくり活動創出件数

●本事業参加者や関連事業により創出された活動を成果指標とする。

○

30 0 1 02 03 0 4 0 5 0 6
         1         3         6                                                     

                    

                    地域づくり推進課調べ

                    

○ ● ○0 5

○
○

0 33 0 0 1 0 2 0 4 0 5 0 6
                                                                                   

                    

                    

                    

○ ○ ○

　地域活性化の軸となるプレイヤー不足やメンバーの固定化などにより、地域づくり活動
の停滞やマンネリ化などの課題を抱えはじめている。��　このような現状を打破するため
には、意欲のある新たな人材の掘り起こしが不可欠であり、特に、次代の主役となる若者
の参加を促進していく必要がある。

　意欲ある若者が集い、その想いを発信したり、広く仲間を集める機会を得ることは難し
く、具体的な活動団体の組成を図ることが難しい状況にある。��　さらに、一定の成功を
収めた先輩活動者から意見を得ることは、多くの人々が交流する首都圏と比較して人的つ
ながりに乏しいため、非常に困難である。

□□ □
■

　若者同士の交流や先輩活動者との意見交換については、民間団体による実践も可能と考
えられるが、現時点で具体的な活動団体が存在せず、また、県外の先輩活動者とのつなが
りも希薄な状況であることを鑑みると、団体の組成や活動モデルが形成されるまでは、県
の関与が不可欠と考える。

○ ○


